
一 

五
つ
の
漢
字
を
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
部
分
に
分
け
て
、
カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。 

こ
の
カ
ー
ド
を
二
ま
い
組
み
合
わ
せ
て
、
も
と
の
漢
字
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
各
一
点
】 

        

二 

同
じ
部
分
を
も
つ
漢
字
を
そ
れ
ぞ
れ
線
で
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

 
 

【
各
一
点
】 

  
 
 
 

近
・ 

 
 

 

・
箱 

 
 

 

雲
・ 
 
 

 

・
細 

 
 

 

開
・ 

 
 

 

・
通 

 
 

 
 

筆
・ 

 
 

 

・
雪 

 
 

 

紙
・ 

 
 

 

・
聞 

組 
 

番

小
学
校
四
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊
一
学
期 

① 

氏 

名 

  

漢
字
の
組
み
立
て 

／ 
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車广

 

玉

 

音

心
化

宀

女

 

国



一 

次
の
よ
う
な
場
合
、
ど
の
よ
う
な
漢
字
（
漢
和
）
辞
典
の
使
い
方
が
よ
い
で
す
か
。 

 
 

の
中
か
ら
え
ら
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

【
各
一
点
】 

（
１
）
漢
字
の
読
み
方
も
、
部
首
も
分
か
ら
な
い
と
き
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

（
２
）
漢
字
の
音
か
訓
の
読
み
方
が
分
か
る
と
き 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

（
３
）
部
首
が
分
か
る
と
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 

総そ
う

画
引
き 

 
 

部
首
引
き 

 
 

音
訓
引
き 

 

二 

次
の 

 

に
読
み
方
・
部
首
・
数
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

（
１
）
音
訓
引
き
で
調
べ
る
と
き
（
音
は
カ
タ
カ
ナ
、
訓
は
平
が
な
で
書
き
ま
し
ょ
う
。）

 
 
 

【
完
答 

各
一
点
】 

 
 

① 

前 

は

○音 
 
 
 
 

 

か

○訓 
 

 
 

 
 

の
読
み
で
調
べ
る
。 

 
 

② 

村 

は

○音 
 
 
 
 

 

か

○訓 
 

 
 

 
 

の
読
み
で
調
べ
る
。 

 
 

③ 

次 

は

○音          

か

○訓 
 

 
 

 
 

の
読
み
で
調
べ
る
。 

（
２
）
部
首
引
き
で
調
べ
る
と
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
各
一
点
】 

 
 

① 

点 

は 
 
 
 

の
部
首
で
調
べ
る
。 

 
 

② 

持 

は 
 
 
 

の
部
首
で
調
べ
る
。 

（
３
）
総そ

う

画
引
き
で
調
べ
る
と
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
各
一
点
】 

 
 

① 

当 

は 
 
 
 
 

 
 

画
で
調
べ
る
。 

 
 

② 

悲 

は 
 
 
 
 

 
 

画
で
調
べ
る
。 

 

組 
 

番

小
学
校
四
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

一
学
期 

②

氏 

名 

   

漢
字
辞
典
の
使
い
方 

／ 
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一 
 
 

 

の
言
葉
を
一
回
ず
つ
使
っ
て
、
例
に
な
ら
っ
て
、
町
や
ま
わ
り
の
様
子
を

し
ょ
う
か
い
す
る
文
章
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

【
各
五
点 

教
師
判
定
】

 
 
 

（
例
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

湖
の
そ
ば
に
畑
が
あ
り
ま
す
。
農
家
の
人
が
野
さ 

い
の
安
売
り
を
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
１
） 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
２
） 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

組 
 

番

小
学
校
四
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊
一
学
期 

③ 

氏 

名 

  

漢
字
の
広
場 

１ 

／ 
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湖 
 

畑 

農
家 

 
 

安
売
り 

 

役
所 

 
 

病
院 

医
者 

薬
局 

 

港 
 

島 

坂
道 

お
宮 



一 

次
の 

 
 

線
の
都
道
府
県
名
の
読
み
が
な
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

【
各
一
点
】 

 
 

（ 
 
 
 
 

） 

（
１
）
宮
城
県
で
は
、
有
名
な
七
夕
の
お
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

（  
 
 
 

 

） 

（
２
）
茨
城
県
は
、
メ
ロ
ン
の
産
地
だ
。 

 
  

（ 
 
 
 
 

） 

（
３
）
栃
木
県
で
は
、
い
ち
ご
の
生
産
が
さ
か
ん
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

） 

（
４
）
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
群
馬
県
の
特
産
品
だ
。 

 
 

（ 
 
 
 
 

） 

（
５
）
岐
阜
県
で
は
、
う
か
い
を
見
学
で
き
る
。 

 
  

（  
 
 
 

 

） 

（
６
）
新
潟
県
は
、
米
ど
こ
ろ
の
一
つ
だ
。 

 
  

（  
 
 
 

 

） 

（
７
）
神
奈
川
県
に
は
、
大
き
な
港
が
あ
る
。 

 
  

（  
 
 
 

 

） 

（
８
）
山
梨
県
は
、
ぶ
ど
う
の
産
地
だ
。 

 
  

（  
 
 
 

 

） 

（
９
）
静
岡
県
の
お
茶
は
、
全
国
的
に
有
名
だ
。 

 
  

（ 
 
 
 
 

） 

（
10
）
福
井
県
で
は
、
き
ょ
う
り
ゅ
う
の
化
石
が
多
く
み
つ
か
っ
て
い
る
。 

組 
 

番

小
学
校
四
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

一
学
期 

④ 

氏 

名 

   

都
道
府
県
の
旅 

１ 

／ 
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一 

夏
の
楽
し
み
に
つ
い
て
、 

 

の
言
葉
を
一
回
ず
つ
使
っ
て
、
例
に
な
ら
っ
て
文 

章
を
書
き
ま
し
ょ
う
。（「
泳
ぐ
」
を
「
泳
い
（
で
）」
の
よ
う
に
書
き
直
し
て
も
よ
い
。） 

 
 

主
語
と
述

じ
ゅ
つ

語
の
つ
な
が
り
や
句
読
点
に
気
を
つ
け
て
、
読
み
直
し
ま
し
ょ
う
。 

【
各
五
点 

教
師
判
定
】 

（
例
） 

 
 

   

（
１
） 

    

（
２
） 

    

組 
 

番

小
学
校
四
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

一
学
期 

⑤ 

氏 

名 

  

漢
字
の
広
場 

２ 

／ 

 

命
中 

か
き
氷 

遊
ぶ 

有
名
人 

鉄
板 

 

家
族 

味
わ
う 

全
部 

 

 

泳
ぐ 

暑
い 
 

 

息
つ
ぎ 

練
習 

わ
た
し
は
、
夏
祭
り
で
、
か
き
氷
を
食
べ
た
り
、
ダ
ー

ツ
を
命
中
さ
せ
た
り
し
て
遊
び
ま
す
。
有
名
人
と
会
え
る

の
も
楽
し
み
で
す
。 

  

10 



一 

（ 

）
に
入
る
つ
な
ぎ
言
葉
を
、
あ
と
の 

 
 

か
ら
選
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

【
各
一
点
】 

（
１
） 

明
日
は
運
動
会
だ
。
（ 

 
 

 
 

 
 

）、
き
ょ
う
は
早
く
ね
よ
う
。 

（
２
） 

ゆ
か
に
コ
ッ
プ
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
（ 

 
 

 
 

 
 

 

）、
コ
ッ
プ
は
、 

わ
れ
な
か
っ
た
。 

（
３
） 

わ
た
し
は
、
音
楽
が
好
き
だ
。（ 

 
 

 
 

 
 

 

）、
兄
は
、
体
育
が
好
き
だ
。 

（
４
） 

昼
休
み
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
ま
す
か
。
（ 

 
 

 
 

 
 

 

）
、
お
に
ご
っ
こ

を
し
ま
す
か
。 

  

二 

次
の
よ
う
な
つ
な
ぎ
言
葉
を
使
う
と
、
う
れ
し
い
気
持
ち
、
く
や
し
い
気
持
ち
の
ど
ち

ら
を
表
す
で
し
ょ
う
。（ 

 
 

）
の
中
に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

【
各
二
点
】 

（
１
） 

一
生
け
ん
め
い
練
習
し
た
。
だ
か
ら
、
二
位
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

（
２
） 

一
生
け
ん
め
い
練
習
し
た
。
し
か
し
、
二
位
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

三 

次
の
文
が
正
し
く
つ
な
が
る
よ
う
に
、
線
で
結
び
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 

【
各
一
点
】 

 
 

雨
が
ふ
り
そ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
・ 

 
 
 

・ 

か
さ
を
持
っ
て
い
っ
た
。 

 
 

雨
が
ふ
り
そ
う
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
・ 

 
 
 

・ 

か
さ
を
持
っ
て
い
か
な
か
っ
た
。 

組 
 

番

小
学
校
四
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

一
学
期 

⑥

氏 

名 

  

つ
な
ぎ
言
葉
の
は
た
ら
き
を
知
ろ
う

／ 

 

10 

そ
れ
と
も 

 

し
か
し 

 

い
っ
ぽ
う 

 

だ
か
ら 
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